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平成22年11月11日 

各   位 

   上場会社名       井関農機株式会社 

代表者    代表取締役社長 蒲生誠一郎 

                （コード番号  6310） 

問合せ先責任者  常務取締役 多田 進 

                        （Tel 03－5604－7710） 
 

平成23年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異の発生 
ならびに平成23年3月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
平成22年5月14日に公表しました平成23年3月期第２四半期累計期間の業績予想と本日公表

の実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。また、最近の業績の

動向等を踏まえ、平成22年5月14日に公表しました平成23年3月期通期業績予想を下記のと

おり修正しましたのでお知らせいたします。  

 
記 

 
1.連結業績予想の修正 

  

(1) 第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異 (平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

                

売上高 

 

営業利益

 

経常利益
四半期 

純利益  

1株当たり 

四半期 

純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

前 回 発 表 予 想    （Ａ） 75,000 2,200 1,800 700 3.05

第２四半期（累計）実績  （Ｂ） 75,420 2,291 1,763 71 0.31

増    減    額    （Ｂ-Ａ） 420 91 △37 △629  － 

増    減    率   （％） 0.6％ 4.1％ △2.1％ △89.9％  － 

(ご参考)前期第２四半期実績  

（平成22年3月期第２四半期 ） 69,726 2,528 2,197

 

1,597 7.06

 
(2)通期の業績予想の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益
当期 

純利益  

1株当たり 

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

前 回 発 表 予 想    （Ａ） 151,000 3,500 2,600 1,100 4.79

今 回 修 正 予 想    （Ｂ） 151,000 3,500 2,300 100 0.44

増    減    額    （Ｂ-Ａ）  －  － △300 △1,000  － 

増    減    率   （％）  －  － △11.5％ △90.9％  － 

(ご参考)前期実績  

（平成22年3月期） 149,314 4,515 3,657

 

2,347 10.29

 
 
 



2/2 

2.個別業績予想の修正 

 

(1)第２四半期累計期間の業績予想と実績との差異 (平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

  

売上高 営業利益 経常利益
四半期 

純利益  

1株当たり 

四半期 

純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

前 回 発 表 予 想    （Ａ） 44,000 500 600 200 0.87

第２四半期（累計）実績  （Ｂ） 44,041 318 155 △974 △4.24

増    減    額    （Ｂ-Ａ） 41 △182 △445 △1,174  － 

増    減    率   （％） 0.1％ △36.4％ △74.2％  －  － 

(ご参考)前期第２四半期実績  

（平成22年3月期第２四半期 ） 40,684 1,212 1,209

 

1,130 4.89

 
(2)通期の業績予想の修正（平成22年4月1日 ～ 平成23年3月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益
当期 

純利益 

1株当たり 

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円  円 銭

前 回 発 表 予 想    （Ａ） 91,000 700 800 500 2.18

今 回 修 正 予 想    （Ｂ） 91,000 200 400 △600  △2.61

増    減    額    （Ｂ-Ａ）  － △500 △400 △1,100  － 

増    減    率   （％）  － △71.4％ △50.0％  －  － 

(ご参考)前期実績  

（平成22年3月期） 90,871 1,197 1,522

 

1,607 7.05

 
3.修正の理由 
当第2四半期累計期間の連結業績の予想と実績との差異につきましては、急激な米ドル・

ユーロ安により海外売上高が実質目減りし、為替差損が発生する厳しい環境の中で、売上

高の確保や販管費の圧縮等に努めた結果、営業利益、経常利益については、ほぼ当初予想

通りの実績となりました。しかしながら、株式市場の低迷による投資有価証券評価損(662

百万円)等の特別損失の計上により、四半期純利益は当初予想を大幅に下回る結果となりま

した。 

 通期につきましては、売上高、営業利益は当初予想を変更いたしませんが、経常利益、

当期純利益は、為替想定レート変更による為替差損、および第2四半期に計上した投資有価

証券評価損等を織り込み、当初予想を下方修正いたしました。なお、第3四半期からの為替

想定レートは、対米ドル80円、対ユーロ110円としております。また、四半期会計期間末に

おける投資有価証券の減損処理については、四半期洗替え方式を採用しているため、今後

期末の時価により計上額に変動、もしくは計上しない場合があります。 

 個別業績につきましては、第2四半期累計期間の業績予想と実績の差異は、概ね連結と同

様の理由でありますが、為替が大きく影響し、各利益段階で予想を下回りました。 

通期につきましても、為替影響、投資有価証券評価損等を織り込み、当初予想を下方修

正しております。 

 
(注)上記の業績予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

                                      以上         


